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祝いめでたの〜♪

合併 10 周年記念式典
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芦北町合併 10 周年記念
式典のオープニングを飾
った田浦祝い唄保存会に
よる「田浦祝い唄 ( 祝い
めでた）」。お祝いの席に
は欠かせない風習として
受け継がれてきました。
芦北町の無形民俗文化財
として指定されています。

　町内の地域づくり団体や文化・スポーツ団体など
が行うイベント情報などを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
３月号発行日　３月 16 日（月）
４月号発行日　４月 15 日（水）
※内容や紙面の都合により掲載できないことがあり 
　ます。
＊問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）

芦北町公式ホームページ
トップページがリニューアル

　サーバー機器更新にあわせ、トップペー
ジをリニューアルしました。基本的な内容
は変更していませんが、全体的にすっきり
とした表示に変え、災害時など緊急度の高
いものや、大切な情報を目につきやすい場
所に変更しています。今後、スマートフォ
ン向けのページなども追加する予定です。

芦北町 検索

写真に、①子どもの氏名・ふりがな②年齢③コメ
ント（30字以内）④住所⑤連絡先（保護者の氏名・
電話番号）を添えて、Ｅメール、郵送、持参のい
ずれかでお申し込みください。
※対象：３歳までの町内在住の子ども

＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）
　Ｅメール：koho @town.ashikita. lg.jp
　※今月のスマイルギャラリーはお休みします

スマイルギャラリー
掲載写真募集中芦北っ子

人 口　　　１８，７５１人　  （−２０）

男 　　　　８，８２４人　  （−　２）

女 　　　　９，９２７人　  （−１８）

65 歳以上　　　　７，２３８人　  （＋１５）

世 帯 数　　　　７，４７４世帯（−１２）

人口のうごき（H27. ２. １現在）（　）内は前月比

　書道・絵画作品コンクール最優秀作品

合
併
10
周
年
の

節
目
を

祝
う

個
性
輝
き
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
安
全
・

安
心
を
実
感
で
き
る
町
を
目
指
し
て

す
べ
て
は
次
代
を
担
う

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。

　

今
年
１
月
１
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
芦
北
町
合
併
10
周
年
記

念
式
典
を
１
月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た
式
典

に
は
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
馬
場
成
志
参
議
院
議
員
、
山
本
秀
久
県
議
会
議
員
な
ど

多
数
の
来
賓
や
関
係
者
な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
10
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

（
メ
ー
ル
送
信
用
）



2015．2 42015．2広報あしきた　5 広報あしきた

12葦北鉄砲隊による祝砲3会場の
様子4開式を宣言する藤崎正司副町
長5村田信一副知事6山本秀久県議
会議員7金子恭之衆議院議員8馬場
成志参議院議員9功労者表彰の様子
10 あしきた健康体操を披露する園
児たち 11 竹浦裕道教育長の万歳三
唱で閉式 12 芦北町出身の著名人の
紹介パネルとオリンピックの公式ブ
レザー展示 13 マジックを披露する
山上兄弟 14 15 落語を演じる三笑亭
夢之助（上）と桂米助 16 落語の落
ちに大笑い

　

式
典
に
先
立
ち
、
田
浦
祝
い
唄
保
存
会

に
よ
る
「
祝
い
め
で
た
」
と
葦
北
鉄
砲
隊

に
よ
る
祝
砲
に
よ
り
来
場
者
を
歓
迎
し
ま

し
た
。
そ
の
後
会
場
内
の
ス
ク
リ
ー
ン
に

上
映
さ
れ
た
記
念
映
像
で
は
10
年
間
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
た

な
10
年
に
想
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
人
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
振
興

の
分
野
で
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
人
な
ど

延
べ
２
０
０
人
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
募
集
し
た

「
芦
北
町
合
併
10
周
年
記
念
書
道
・
絵
画

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者
に
も
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
作
品
は
最
終

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

竹
﨑
一
成
町
長
は
式
辞
で
「
合
併
は
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
の
始
ま
り
で
あ
り
、
合

併
10
周
年
を
契
機
と
し
て
更
な
る
改
革
を

図
り
な
が
ら
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
い
き
ま
す
」
と
話
し
、
10
周
年
記
念

式
典
に
あ
た
っ
て
の
感
謝
と
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
町
立
保
育
所
と
幼

稚
園
の
園
児
約
60
人
が
登
場
し
、「
あ
し

き
た
健
康
体
操
」
を
披
露
。
式
典
を
和
や

か
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。　

　

会
場
に
は
、
書
道
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
作
品
や
芦
北
町
が
輩
出
し
た
著
名

人
の
紹
介
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
し
た
隅

本
富
夫
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
日
本
代
表

公
式
ブ
レ
ザ
ー
と
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト

藤
井
瑞
希
選
手
か
ら
借
り
受
け
た
公
式
ブ

レ
ザ
ー
、
銀
メ
ダ
ル
も
並
び
式
典
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

　　

午
後
か
ら
は
、「
て
じ
な
〜
に
ゃ
」
で

お
な
じ
み
の
山
上
兄
弟
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
と
三
笑
亭
夢
之
助
、
桂
米
助
に
よ
る
新

春
寄
席
が
あ
り
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
新

年
の
初
笑
い
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

３
月
29
日
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」、
7

月
に
は
「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
の
出

張
鑑
定
in
芦
北
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

新
春
寄
席
で
初
笑
い

芦北町合併 10 周年記念式典芦北町合併 10 周年記念式典

東
京
・
ロ
ン
ド
ン
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

日
本
代
表
公
式
ブ
レ
ザ
ー
も
展
示

12
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二十歳の抱負（一部抜粋）
　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
決
し
て
良
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
に
つ
ま

ず
い
た
時
振
り
返
り
、
自
分
を
見
つ
め
直

す
こ
と
、
こ
れ
か
ら
を
ど
う
考
え
、
ど
う

生
き
て
い
く
か
、
成
長
し
続
け
て
い
く
こ

と
こ
そ
最
大
の
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
。
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
つ
。
プ
ラ
ス
思
考
。

自
己
満
足
で
終
わ
ら
な
い
。
目
配
り
、
気

配
り
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
れ
。
挨
拶
、
返

事
は
聞
こ
え
る
よ
う
に
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
。
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
。」

　

こ
の
中
で
も
、
一
番
大
事
に
し
た
い
の

は
、「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と

し
て
の
責
任
感
を
持
っ
て
、
相
手
に
伝
わ

る
よ
う
に
も
っ
と
実
践
し
て
い
く
と
と
も

に
、
未
来
を
創
り
上
げ
る
一
員
と
し
て
、

私
自
身
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
生
き

て
い
き
ま
す
。

　

私
の
抱
負
は
、
癒
し
の
プ
ロ
に
な
る
こ

と
。
人
の
心
と
体
を
癒
し
、
日
々
の
疲
れ

や
嫌
な
こ
と
辛
い
こ
と
を
取
り
除
い
て
あ

げ
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

日
々
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
し
、
夢
に
向

か
っ
て
力
い
っ
ぱ
い
進
む
こ
と
が
、
私
が

出
来
る
一
番
の
社
会
貢
献
に
な
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
自
分
で

決
め
た
道
を
や
っ
と
で
き
た
夢
を
後
押
し

し
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
の
応
援

に
応
え
る
た
め
、
そ
の
道
で
の
ト
ッ
プ
を

目
指
す
た
め
、
日
々
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
20
年

間
愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
て
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
こ
こ
に
生
ま
れ
、
大
好
き
な
た

く
さ
ん
の
姉
妹
に
囲
ま
れ
な
が
ら
育
て
た

こ
と
、
心
か
ら
幸
せ
で
す
。
恩
返
し
と
し

て
「
パ
パ
ダ
イ
エ
ッ
ト
計
画
」
と
「
マ
マ

若
返
り
計
画
」
で
も
実
行
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

芦
北
町
成
人
式

　

平
成
27
年
芦
北
町
成
人
式
が
１
月
11
日
、

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
新

成
人
１
７
３
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
竹
﨑
町
長
が
「
正
し
い
世
界
観

に
立
ち
、
日
本
人
と
し
て
の
矜き
ょ
う
じ持

を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
親
を
思
い
、
人
を
愛
し
、

郷
土
に
親
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
理

想
社
会
建
設
の
た
め
汗
を
流
す
。
そ
ん
な

21
世
紀
人
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
出
席
し
た
新
成
人
た
ち
は
真
剣

な
表
情
で
町
長
や
来
賓
か
ら
の
は
な
む
け

の
言
葉
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
、
新
成
人
に
よ
る
成
人
式
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
受
付
や
司
会
進
行

の
一
部
を
12
人
の
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
行
い
新
成
人
と
し
て
の
責
任
を
早
速
果

た
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
入
り
口
で
は
、
旧
友
と
の
再
会
を

喜
び
写
真
撮
影
を
す
る
新
成
人
や
わ
が
子

の
晴
れ
姿
を
見
よ
う
と
駆
け
つ
け
た
両
親

な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。　

感謝の気持ちと責任感

新成人
新たな門出

大山弘
ひ ろ き

貴さん
（湯浦中出身）

釡さくらさん
（佐敷中出身）

成人者代表謝辞を述べる成人式実行委員
会委員長の桑本裕一郎さん（佐敷中出身）

司会進行を務める一藤香
か れ ん

紫さん
（大野中出身）

交通安全宣言を発表する高峰沙
さ な み

並さん
（佐敷中出身）
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芦
北
Ａ
わ
ず
か
に
及
ば
ず
準
優
勝

　

県
内
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
第
65
回

熊
日
三
太
郎
駅
伝
大
会
が
１
月
11
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
か
ら
ル
ー
ル
が

大
幅
に
変
更
さ
れ
、
一
般
と
高
校
生
の
部

が
統
合
と
な
り
区
間
も
6
区
間
か
ら
9
区

間
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
の
部
は

各
市
町
Ａ
・
Ｂ
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ
ム
で

総
合
優
勝
を
争
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

か
ら
単
独
チ
ー
ム
で
の
市
町
対
抗
戦
と
な

り
ま
し
た
。

全国都道府県対抗男子駅伝大会に
熊本県代表として出場しました。

井川龍人くん（佐敷中２年）

出場区間　第 6 区（3 キロ）
記録　　9 分１秒（区間 21 位）

期日　　１月 18 日
開催地　広島市

【一般・高校】
１位  水俣Ａ      2 時間 18 分 59 秒
２位  芦北Ａ　  2 時間 19 分 30 秒 
 3 位  津奈木Ａ  2 時間 23 分 46 秒
４位  水俣Ｂ　  2 時間 27 分 1 秒
５位  芦北Ｂ　  2 時間 28 分 35 秒

【中学】
１位  津奈木中Ａ  2 時間 20 分 3 秒
２位  水俣一中　  2 時間 26 分 24 秒
３位  佐敷中　      2 時間 26 分 58 秒
４位  湯浦中　      2 時間 30 分 24 秒
６位  田浦中　      2 時間 31 分 12 秒

〈区間賞〉（敬称略）
【一般・高校】 

 ２区　葊井智之（芦北Ａ）
 ４区　大島博文（芦北Ａ）
 ５区　山内貴之（芦北Ｂ）

【中学】   
 ２区　井川龍人（佐敷中）
　　 　  ※区間新
 ４区　村田海晟（佐敷中）
　   　    ※区間新
　　

各種障害者手当について
在宅生活で介護を必要とする重度の障害がある人などに支給さ
れる手当があります。詳しくは福祉課までお尋ねください。

特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童扶養手当

対象者

20 歳以上で身体または知
的・精神に著しく重度の障
害があり、日常生活に常時
特別の介護を必要とする人

20 歳未満で身体または知
的・精神に重度の障害があ
り、日常生活に常時介護を
必要とする児童

20 歳未満の身体または知的・
精神に障害がある児童を監護す
る父母または養育者

※監護とは
　監督・保護すること、
　面倒をみていること

手当額（月額） 26,000 円 14,140 円
１級　49,900 円

 2 級　33,230 円

手当の受給

（申請）が

できない人

●対象者が病院や診療所に
継 続 し て 3 カ 月 を 超 え て
入院しているとき
　
●対象者が障害者支援施設
などに入所しているとき

●対象児童が障害者支援施
設などに入所しているとき

●対象児童が障害を支給理
由とする年金などを受給し
ているとき

●障害児が父母などに監護され
ていない場合（施設入所など）

●監護されている障害児が障害
を支給理由とする年金などを受
給しているとき

＊問い合わせ先
　福祉課　障害者福祉係
　☎（８２）２５１１
　　　（内線１５２・１５３）

健
康
づ
く
り
出
前
講
座

　
　
「
ド
ク
タ
ー
の
と
っ
て
お
き
」
シ
リ
ー
ズ

　

生
活
習
慣
病
や
が
ん
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
そ

の
予
防
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
医
師
な
ど
が
話
し
ま
す
。

　

全
講
座
で
、
あ
し
き
た
健
康
体
操
や
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
た
め
の
調
理
法
、
レ

シ
ピ
の
紹
介
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

地区 日時 場所 講師 内容

吉尾
2 月 26 日（木）

午後１時 30 分〜
　　３時 30 分

東 部 保 健 福 祉
センター

（吉尾出張所）

  松本医院

   院長
松本潮先生

ドクター松本の
とっておきの話
「予防医学の大切さ
生活習慣病を中心に（外
来では伝えにくいこと）」

大野
3 月４日（水）

午後１時 30 分〜
3 時 30 分

大 野 構 造 改 善
センタ―

保健師

管理栄養士

「高血圧と上手に付き合
う暮らし方〜できること
から始めよう〜」

佐敷
3 月 10 日（火）

午後１時 30 分〜
3 時 30 分

社会教育
センター

  宮島医院

  院長
宮島伸治先生

ドクター宮島の
　　とっておきの話
「タバコ健康被害
〜ニコチン依存症を知っ
ていますか〜」

湯浦
3 月 18 日（水）

午 後 １ 時 30 分 〜
3 時 30 分

保健センター
芦北クリニック

 院長
溝部典生先生

ドクター溝部の
　　とっておきの話
　　「肝臓のお話」

◆募集定員　各 30 人
◆申込期限　各開催日の前日まで
＊申込・問い合わせ先　
　保健センター　☎（８６）０２００

第
65
回
熊
日
三
太
郎
駅
伝
大
会

　

一
般
の
部
芦
北
Ａ
は
２
区
葊
井
智
之
選

手
が
区
間
１
位
の
走
り
で
抜
け
出
し
、一
時

独
走
態
勢
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
じ

わ
じ
わ
と
水
俣
Ａ
に
差
を
詰
め
ら
れ
ま
し

た
。
最
終
9
区
残
り
１
キ
ロ
付
近
で
追
い

つ
か
れ
惜
し
く
も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
部
で
は
佐
敷
中
の
２
区
井
川

龍
人
選
手
と
４
区
村
田
海
晟
選
手
が
区
間

新
記
録
の
力
走
を
見
せ
、
3
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。　

スタート直後の先頭争い（中央が坂口徹選手）２区→３区へトップでタスキ渡し

４区新記録の村田海晟選手 薩摩街道を走る選手

熊
本
県
代
表
と
し
て
力
走
す
る
井
川
選
手
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芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に
！

〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
〜

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
係
る

不
正
送
金
事
犯
被
害
の
急
増

　

実
在
す
る
通
信
販
売
サ
イ
ト
を
模

し
た「
偽
サ
イ
ト
」、
詐
欺
・
悪
質
商

法
を
目
的
と
す
る「
詐
欺
サ
イ
ト
」な

ど
で
商
品
を
注
文
し
、
注
文
し
た
も

の
と
異
な
る
商
品
が
届
い
た
り
、
商

品
が
届
か
ず
返
金
も
さ
れ
な
い
と
い

う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

■
こ
ん
な
サ
イ
ト
に
注
意

　

○
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
が
掲
載

　
　

さ
れ
て
い
な
い
。

　

○
振
込
先
口
座
が
個
人
名
義
で
あ

　
　

る
。

　

○
価
格
が
他
の
サ
イ
ト
比
べ
極
端

　
　

に
安
い
。

　

○
不
自
然
な
日
本
語
表
記
が
あ
る
。

　
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
が
他
人

に
知
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
自
宅
の
鍵

を
他
人
に
盗
ま
れ
た
時
と
同
じ
よ
う

に
、
第
三
者
に
勝
手
に
自
分
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

て
し
ま
い
、
大
き
な
被
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

■
対
策

　

○
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
注
意

　

○
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
の
使

　
　

い
回
し
は
し
な
い
。

通
信
販
売
サ
イ
ト
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
を
！

「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」な
ど
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　

毎
年
２
月
は
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
被

害
防
止
広
報
啓
発
推
進
月
間
」で
す
。

　

目
標
は
「
サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威

に
対
す
る
社
会
全
体
の
対
処
能
力
の

強
化
」
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環

境
が
身
近
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
よ
っ
て
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯

罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は
「
正
し
い
知
識
と

利
用
法
」
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

に
係
る
不
正
送
金
事
犯
被
害
額

は
、
平
成
25
年
に
過
去
最
悪
を
記
録

し
、
平
成
26
年
上
半
期
の
被
害
額
は

18
億
５
，
２
０
０
万
円
と
更
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

■
対
策

　

○
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利

　
　

用
す
る
。

　

○
不
審
な
入
力
画
面
が
表
示
さ
れ

　
　

た
ら
注
意
す
る
。

　

○
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
必
ず

　
　

導
入
す
る
。

　

○
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ

　
　

ト
を
最
新
の
状
態
に
す
る
。

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番☎（

８
２
）３
１
１
０

消
防
車
等
の
緊
急
走
行
に

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

日
頃
か
ら
、
消
防
車
や
救
急
車
な

ど
の
緊
急
走
行
に
対
し
て
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
は
、
い
ち

早
く
現
場
や
病
院
に
到
着
す
る
た
め

に
、
緊
急
走
行
時
は
道
路
の
右
側
に

は
み
だ
し
て
走
行
す
る
こ
と
や
、
赤

信
号
の
交
差
点
に
進
入
で
き
る
こ
と

が
、
道
路
交
通
法
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

自
動
車
な
ど
を
運
転
中
に
緊
急
車

両
が
接
近
し
て
き
た
ら
、
周
囲
の
状

況
に
配
慮
し
、
交
差
点
や
見
通
し
の

悪
い
場
所
を
避
け
、
車
両
を
道
路
の

左
側
に
一
時
停
止
さ
せ
て
進
路
を
お

譲
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
緊
急
車
両

の
接
近
に
気
付
く
の
が
遅
れ
る
車
両

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
レ
ン
が

良
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
カ
ー
ス
テ
レ

オ
の
音
量
を
上
げ
過
ぎ
な
い
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

安
全
か
つ
迅
速
な
緊
急
走
行
を
行

え
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

日 月 火 水 木 金 土

19  20 21

22 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

田浦子育て支援センター  行事予定（２/19 〜３/28）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

２月19日（木）ひな人形作り　
24日（火）身体測定・誕生会（２・３月生）
27日（金）お別れ遠足（日奈久公園）　
３月３日（火）ひな祭り集会　12日（木）身体測定
18日（水）お別れパーティー

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

2 月
芦北町イベントカレンダー

2月19日〜3月28日

図書館休館日
【社教センター】
３月１日（日）、21日（土・祝）
【田浦図書室】
２月23日（月）、３月9日（月）、３月23日（月）

3 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３〜４カ月児健診
（保健センター）

新米パパママ教室
（保健センター）

芦北町消防点検

8:00 〜（佐敷中学校）

町県民税申告受付

最終日

農業委員会総会

（役場大会議室）

でこぽんキッズ

（保健センター）

離乳食教室
（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

子どもを伸ばす子育

て講演会 18:30 〜

（社教センタ―）

※保健センタ―へ要申込

年金出張相談

9:30 〜※要予約

（役場３階会議室）

うたせマラソン大会

（芦北海浜総合公園）

町防災訓練 8:30 〜
（しろやまスカイドーム）

老人クラブ連合会ふれ

あい演芸大会 9:30 〜
（地域活性化センタ―）

新米パパママ教室
（保健センター）

新米パパママ教室
（保健センター）

町内中学校卒業式

町内小学校卒業式

町内小学校修了式

うらら祭り（予定）

（芦北町物産館　　

　　　肥後うらら）

　　　　　〜 22 日

町民講座閉講式

（社教センタ―）

春分の日

交流館桝屋のひなま

つり　10:00 〜

（佐敷宿交流館）

※２月７日〜３月７日ま

でひな人形の展示中

３〜４カ月児健診

７〜 8カ月児健診

（保健センター）

１歳６カ月児健診

（保健センター）

献血

（芦北町役場）

2 月 22 日（日）の防災訓練では防災グッズの展示の
ほか、心肺蘇生法や緊急時の対処法などの講習会も開
催されます。見学は自由ですのでぜひお越しください。

町防災訓練は見学できます（見学時間　10:00 〜）

ＮＨＫのど自慢

予選会　11:40 〜

（しろやまスカイドーム）

※入場自由

芦北町産業祭

デコポン祭り（予定）

（ファーマーズマー

ケットでこぽん）

　　　　　〜 15 日

町内中学校修了式



2015．2 122015．2広報あしきた　13 広報あしきた

芦
北
町
指
定
史
跡

昭
和
53
年
１
月
30
日
指
定

45 

丸
山
古
墳

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

チ
（
１
歳
の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
）」
は
韓

国
人
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。「
ト
ル
ジ
ャ
ン
チ
」の
楽
し
み
は「
ト

ル
ジ
ャ
ビ
」
と
い
う
も
の
で
、
予
め
準
備
し

た
糸
、
鉛
筆
、
お
金
な
ど
を
見
せ
、
最
初
に

何
を
掴
む
か
で
そ
の
子
の
将
来
を
占
う
も
の

で
す
。
糸
は
長
寿
、
鉛
筆
は
学
業
、
お
金
は

お
金
持
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
ま
す
。
最
近

は
、
芸
能
人
を
意
味
す
る
マ
イ
ク
や
医
者
の

聴
診
器
な
ど
、
親
の
希
望
を
込
め
て
い
ろ
い

ろ
な
物
を
置
く
よ
う
で
す
。

　

次
は
、「
還
暦
（
フ
ァ
ン
ガ
プ
）」
で
す
。

昔
は
平
均
寿
命
が
低
か
っ
た
た
め
、
60
歳
を

迎
え
る
と
盛
大
な
お
祝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
は
医
療
技
術
の
発
達
や

生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
高
齢
化
社
会
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
こ
う
し
た

習
慣
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り

に
海
外
旅
行
や
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
撮
影

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
家
族
が
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

誕
生
日
の
事
情
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た

が
、
特
別
な
日
と
し
て
お
祝
い
す
る
気
持
ち

は
韓
国
も
日
本
も
一
緒
で
は
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
で
は
、
ま
た
来
月
^^  

（
第
33
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

つ
の
頭
蓋
骨
と
長
い
骨
が
数
個
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
ま
た
、
石
棺
の
近
く
に
は
平
ら
な
割

石
を
並
べ
た
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

現
在
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
箱
式
石
棺
は
、
弥

生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
後
期
ま
で
見
ら

れ
ま
す
が
、
不
知
火
海
沿
岸
に
分
布
し
て
い

る
他
地
域
と
の
比
較
か
ら
、
丸
山
古
墳
の
時

期
は
5
世
紀
頃
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
芦
北
の
宮
浦
に
あ
る
地
下
式
板

石
積
石
室
古
墳
と
は
形
態
や
構
造
が
全
く
違

う
古
墳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
内
を
境
に
し

て
南
北
で
異
な
る
文
化
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
文
化
財
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

今
月
は
誕
生
日
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

韓
国
で
も
み
ん
な
と
ケ
ー
キ
で
お
祝
い
し

ま
す
が
、
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
誕
生
日

に
は
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
（
ミ
ヨ
ッ
ク
ッ
）
を
食

べ
る
こ
と
で
す
。
友
達
の
誕
生
日
を
お
祝

い
す
る
と
き
、「
お
め
で
と
う
」
と
と
も
に

「
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
は
食
べ
た
？
」
と
聞
く
ほ

ど
、
誕
生
日
に
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
ワ
カ
メ
に
含
ま
れ
て
い
る
栄

養
素
が
子
供
を
産
ん
だ
お
母
さ
ん
に
良
い
と

知
ら
れ
て
い
て
、
昔
か
ら
韓
国
で
出
産
す
る

と
、
１
カ
月
程
度
は
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
を
食
べ

ま
す
。
誕
生
日
に
ワ
カ
メ
ス
ー
プ
を
食
べ
る

の
は
”
お
母
さ
ん
の
出
産
の
苦
し
み
や
感
謝

の
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
“
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
韓
国
に
あ
る
特
別
な
誕
生
日
も
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
初
め
て
の
誕

生
日
「
ト
ル
」
で
す
。
幼
児
の
死
亡
率
が
高

か
っ
た
昔
は
、
生
後
１
年
を
迎
え
た
こ
と
の

お
祝
い
と
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
願
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
料
理
を
親
戚
や
知
り
合
い
と
分
け

合
っ
て
食
べ
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
も
引
き
続
い
て
い
て
、「
ト
ル
ジ
ャ
ン

　

今
回
は
、
田
浦
町
の
太
田
地
区
に
あ
る
丸

山
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。
芦
北
地
方
は
、
県

内
の
他
地
域
に
比
べ
る
と
、
古
墳
が
あ
ま
り

発
見
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
す
。

　

古
墳
時
代
は
、
一
般
的
に
3
世
紀
終
わ
り

か
ら
７
世
紀
ま
で
の
約
４
０
０
年
間
と
さ
れ

ま
す
。
熊
本
県
下
の
古
墳
は
、
ほ
と
ん
ど
が

前
方
後
円
墳
か
円
墳
で
、
早
く
か
ら
出
現
し

て
い
る
地
域
は
、
菊
池
川
中
下
流
域
、
宇
土

半
島
、
天
草
、
八
代
平
野
、
球
磨
川
下
流
域

と
さ
れ
ま
す
。
有
明
海
・
不
知
火
海
（
八
代

海
）
沿
岸
で
早
く
か
ら
古
墳
が
見
つ
か
っ
て

い
る
こ
と
は
、
海
上
交
通
に
携
わ
り
、
そ
れ

に
よ
り
力
を
も
っ
た
豪
族
が
多
く
い
た
こ
と

を
思
わ
せ
ま
す
。
丸
山
古
墳
も
、
不
知
火
海

に
臨
む
御
立
岬
近
く
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
海

上
交
通
に
関
係
す
る
人
物
が
葬
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

丸
山
古
墳
の
発
見
は
、
今
か
ら
１
０
１
年

前
の
大
正
3
年
（
１
９
１
４
）
2
月
13
日
で

す
。
地
元
の
浜
本
万
太
郎
氏
が
畑
を
開
墾
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
然
石
棺
を
発
見
し
ま
し

た
。
一
見
す
る
と
円
墳
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
ま
す
が
、
実
は
後
年
の
盛
土
に
よ
る
も
の

で
、
本
来
の
形
と
は
異
な
り
ま
す
。
発
見
当

初
の
記
録
に
よ
る
と
、
発
掘
さ
れ
た
箱
式
石

棺
は
長
さ
約
１
８
１
㎝
、
横
幅
約
91
㎝
、
高

さ
約
91
㎝
余
り
で
、
内
部
は
丹に

ぬ塗
り
で
、
二

芦北に残る文化遺産

１歳の誕生日を迎えると
記念撮影をします。さて
誰の写真でしょう（笑）

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

■
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。

■
現
在
、た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
ま
す
か
。

※「
吸
っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
へ
の
質
問

■
禁
煙
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

■
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
お
酒
を
飲

　

み
ま
す
か
。

食
生
活
に
つ
い
て

0 20 40 60 80 100

■
過
去
１
年
間
に
健
康
診
断
や
が
ん
検

　

診
を
受
け
ま
し
た
か
。（
複
数
回
答
）

■
健
康
診
断
や
が
ん
検
診
を
受
け
な
か

　

っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。（
複
数
回
答
）

■
地
域
全
体
で
健
康
づ
く
り
を
行
う

　

こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

　

ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

た
ば
こ
に
つ
い
て

0 20 40 60 80 100

健
康
診
断
、が
ん
検
診
に
つ
い
て

地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

調
査
結
果
か
ら
…

　

運
動
や
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス
、

歯
、
た
ば
こ
な
ど
に
つ
い
て
、
県

と
比
較
し
て
よ
く
な
い
結
果
の
項

目
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
性
別

や
年
代
、
職
業
に
よ
る
課
題
も
み

え
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
部
会
で
は
、
今
回
の
結
果

を
基
に
個
人
や
家
族
、
職
場
、
学

校
、
地
域
な
ど
の
力
を
合
わ
せ

て
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
町
の
健

康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
の
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は

「
第
２
次
芦
北
町
健
康
づ
く
り
推

進
計
画
」
な
ど
に
盛
り
込
み
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

毎日食べる
78.7％

週５〜６日
食べる  6.2％

週３〜４日
食べる  5.8％

週１〜２日
食べる  3.6％ 食べない

5.7％

吸っている
17.6％

以前は吸って
いたがやめた
12.0％

吸っていない
70.4％

毎日飲む
19.2％

週５〜６日飲む
7.8％

週３〜４日飲む
6.7％

週１〜２日飲む
7.7％ほとんど飲まない

（つきあい程度）
22.1％

飲まない
36.5％

70 歳代
60 歳代

30 歳代
40 歳代
50 歳代

10 歳代
20 歳代

■毎日食べる　■週５〜６日食べる
■週３〜４日食べる　■週１〜２日食べる
■食べない

禁煙したい

本数を減らしたい

方法を知りたい

やめられない

禁煙しようと
思わない

■吸っている　■以前は吸っていたがやめた
■吸っていない

70 歳代

60 歳代

30 歳代

40 歳代

50 歳代

20 歳代

特定健診
後期高齢者健診
生活習慣病健診

胃がん検診
肺がん検診

子宮頸がん検診
乳がん検診

大腸がん検診
学校の健診

その他
受けていない

28.1％

28.1％

3.0％

14.2％

26.6％

28.0％
4.3％

10.9％

13.8％
6.4％

27.4％
24.0％
22.3％

24.0％
31.1％
27.7％

受ける機会がなかった

受け方がわからない

時間がない

定期的に病院にかかっている

結果が心配

費用がかかる

具合が悪くなったら病院に行く

受けたくない

その他

健康に自信がある

まずは自分でできる健康
づくりに取り組みたい

家族や友人、職場などで一緒
に健康づくりに取り組みたい

健康づくりを行うグルー
プに参加したい

町や地区が行う健康づくり
の行事や活動に参加したい

地域のつながりが重要と
は思わない

その他

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
！

〜
健
康
づ
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
だ
よ
り
〜 部会報告

第３弾！

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
健
康
に
関
す
る
実
態
調

査
」
の
中
か
ら
主
な
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
や
が
ん
検
診
を
受
け
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
、「
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
」
が
32
・
０
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
具
合
が
悪
く
な

っ
た
ら
病
院
に
行
く
」
24
・
２
％
、

「
定
期
的
に
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
」

21
・
７
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
現
在
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

人
」
は
17
・
６
％
で
す
。
そ
の
う
ち

の
28
・
１
％
は
「
禁
煙
し
た
い
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

お
酒
を
「
飲
ま
な
い
」
と
い
う

人
が
最
も
多
く
36
・
５
％
、
次
い

で
「
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
」
22
・
１

％
、「
毎
日
飲
む
」
19
・
２
％
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
代
で
朝
食
を
「
毎
日
食
べ
て

い
る
」
の
は
、
50
・
６
％
で
、
そ
の

他
の
年
代
と
比
較
し
、
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

年代別の内訳

年代別の内訳

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

32.0％

3.7％

4.9％

14.3％

21.7％

2.5％

11.1％

9.4％

9.8％

24.2％

78.3％

1.5％

4.0％

14.3％

7.7％

23.4％
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お 知 ら せお 知 ら せ

■申込締切　３月 20 日（金）
＊問い合わせ先　内閣府　青年国際交流担当　
　☎０３（６２５７）１４３４

東南アジア青年の船など
青年国際交流事業に参加しませんか

募
集

　永年無事故運転者表彰が秋の全国交通安全運動
時に行われます。該当する人はお申し込みくださ
い。お申し込みのない人については表彰はありま
せんのでご注意ください。　
■該当者　芦北地区交通安全協会の会員で免許取
　得後今年の６月末で 10 年以上経過している人
　※平成 24 年７月１日から 27 年６月 30 日までの
　３年間に交通違反した人は該当しません。また人
　身事故を起こされた人は、それ以降の期間が該当
　します。
■申込期間　３月２日（月）〜５月 29 日（金）
■持ってくるもの　印鑑、運転免許証
＊申込・問い合わせ先
　芦北地区交通安全協会事務局
　（芦北警察署内）
　☎（８２）３１１０（内線４４２）

永年無事故運転者表彰の申込
（10年・20年・30年・40年）

表
彰

　４月からパートタイム労働者が納得して働くこと
ができるようにするため、パートタイム労働法が変
わります。
①採用や契約更新のときに、次のことについて事
業主が労働者に説明をしなければならないことに
なります。
　・賃金制度はどうなっているか
　・どのような教育訓練があるか
　・どのような福利厚生施設が利用できるか
　・どのような正社員転換推進制度があるか
②パートタイム労働者が相談できる事業所内の相
談窓口が設置され、労働条件通知書などの文書で
お知らせされます。
　４月以降の採用、更新の際に上記のような説明
を受けなかった場合は事業所に申し出ていただく
か、熊本労働局までご相談ください。
＊問い合わせ先
　熊本労働局　雇用均等室
　☎０９６（３５２）３８６５

パート、アルバイトで働くかたへ

　４月からパートタイム労働法が変わります。
　パートタイム労働者の納得性を高めるため、労
働者に対する説明や相談窓口の設置および明示な
ど、事業主の新たな義務が設けられます。
＊問い合わせ先
　熊本労働局　雇用均等室
　☎０９６（３５２）３８６５

パートタイム労働者を雇用されて
いる事業主のかたへ

事
業
主

　県内９箇所の装飾古墳の内部を公開します。
古墳内部は、実はいつでも見られるわけではあり
ません。この一斉公開期間中は専門職員の解説を
聞きながら見学できます。
■公開日　　①３月 21 日（土）、② 22 日（日）
　　　　　　　午前 10 時～午後４時
■公開会場　①田川内１号墳 ( 八代市 )、大村横穴
　群（人吉市）、大坊古墳・永安寺東古墳 ( 玉名市 )、
　塚坊主古墳（和水町）、京ガ峰横穴群（錦町）
　②石之室古墳（熊本市）、横山古墳 ( 山鹿市 )、
　宇賀岳古墳（宇城市）
■入場料　無料　※直接現地へお越しください。
＊問い合わせ先
　県立装飾古墳館　
　☎０９６８（３６）２１５１

熊本県装飾古墳一斉公開―春開催―古
墳

　芦北地域振興局１階に「ジョブカフェ・芦北ブ
ランチ」を設置しています。就職に関する相談な
どお気軽にご利用ください。
■利用対象　おおむね 35 歳未満の人、大学生、
　短大生、専門学校生、高校生など、またはその
　保護者、学校の進路指導担当の先生
■利用時間（予約制）
　月〜金曜日の午前 10 時〜午後 5 時（木曜日は
　午後４時まで）※祝日、年末年始は休み　
■内容　就職に関する相談、面接や履歴書の書き
　方指導、出前相談、学校や企業での講話（ライ
　フプラン、パーソナルファイナンスなど）、ハロー
　ワークの求人情報を活用した紹介状の交付など
＊予約・問い合わせ先
　ジョブカフェ・芦北ブランチ
　☎（８２）３１２３
　

若い人の仕事探しお手伝いします仕
事

固定資産税（土地）の課税内容が変わります
　旧芦北町地域の地籍調査事業が完了し、法務局での登記も終了しました。平成 27 年
度以降の土地への固定資産税課税については、地籍調査後の登記面積で行います。課税
面積の増減により固定資産税額も増減しますので、ご理解とご協力をお願いします。
※旧田浦町地域はすでに地籍調査後の面積で課税されています。

　固定資産税評価の地目は、土地登記簿上の地目
にかかわりなく、その年の１月１日の利用状況に
よります。土地の状況や利用目的が変わった時は、
翌年度からの固定資産の評価（税額）に影響する
ことがあります。

　住宅やアパートなどの居住用の建物が建ってい
る土地（住宅用地）の課税標準額は、一定の要件
を満たすと減額する特例があります。特例が適用
されているかは納税通知書と一緒に発送する「固
定資産税課税明細書」などで確認することができ
ます。また、家屋の用途を一部でも変更した場合

（店舗から住宅に、住宅から店舗にした場合など）
には住宅用地の認定が変わります。

　家屋を新築（増築）した場合、その翌年度から
固定資産税が課税されることになります。税の計
算を行うためには、家屋調査を実施して計算の基
となる家屋の評価額を算定する必要があります。
家屋の評価額は相続税や贈与税などの算定にもか
かわる大切なものです。

　家屋（居宅・物置・車庫・店舗・作業所など全
ての建物）を取り壊した場合は「解体届」を提出
してください。解体した年内に届出をしないと家
屋を取り壊していても翌年度も固定資産税が課税
されることがあります。申告が１月 2 日以降に
なった場合、取り壊し時期を証明する書類※が必
要です。取り壊し時期が確認できない場合、翌年
度まで課税される場合があります。
　登記家屋を取り壊して「解体届」を提出しても、
法務局の台帳上は削除されません。別に法務局で

「滅失登記」の手続きをすることをお勧めします。
※廃棄物処理伝票（マニフェスト伝票）など

固定資産税についてのお知らせ

□土地の現況地目（利用状況）を変更した場合

□家屋を取り壊した場合

□家屋を新築（増築）した場合

□家屋の用途（利用状況）を変更した場合

　固定資産税は毎年１月１日現在の土地や家
屋などの利用状況により課税されます。
　次のような場合には税務課固定資産税係ま
でお早めにご連絡をお願いします。

＊問い合わせ先
　税務課　固定資産税係
　☎（８２）２５１１（内線１２４）

地籍調査事業完了により

旧芦北町地域の土地所有者の皆さまへ

ご
み
の
分
別
の
徹
底
を

　
「
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
針
」
を
混
入

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
排
出
が
あ
り
ま
し

た
。
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
針
は
医
療
系

廃
棄
物
で
、
町
で
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
使
用
後
は
医
療
機
関
な
ど
へ
確

実
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
が
空
き

缶
や
空
き
ビ
ン
な
ど
に
混
入
し
て
い
る
こ

と
や
金
属
類
が
燃
え
る
ご
み
に
混
入
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
分
別
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
針
は

医
療
機
関
に
確
実
に
返
却
を

注射針が混入されたペットボトルと注射針

労
働
者



2015．2 162015．2広報あしきた　17 広報あしきた

最優秀賞（一般の部）

「命のバトン」 今田豊子
（八代市）

「
名
脇
役
」

斉
田
親
義

（
大
川
内
南
）

「
老
バ
ナ
ナ
の
二
人
言
」

　

小
﨑
洋
子

　
（
熊
本
市
）

「
お
い
し
い
ね　

ほ
し
柿
」

　
　

高
橋
征
子
（
兵
庫
県
）

「
顔
」

　
　

上
川
博
子
（
人
吉
市
）

審査員特別賞（一般の部）

優秀賞
（一般の部）

優秀賞
（一般の部）

「一年の計」
湯治美代子    （湯浦南）

最優秀賞（高校生の部）

「トマトだいすき」上川桂
か な え

南恵
（八代高校 2 年）

優秀賞（高校生の部）

堀　

愛ま
な
か歌

（
熊
本
北
高
校
１
年
）

審査員特別賞（高校生の部）

「叫び」
　澁谷重

し げ と

人
（熊本北高校１年）

「日々成長」
菊川晃

こ う た ろ う

太郎
（熊本北高校１年）

「こままわし」 坂本暖
はるか

華
（山鹿市立八幡小 2 年）

最優秀賞（小学生の部）

「
世
界
一
の
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」

「2015 年の抱負」
出口翔

しょうえい

瑛
（内野小４年）

「大切なぼくのグローブ」
上田璃

りく

空
（菊池市立泗水小５年）

優秀賞（小学生の部）

審査員特別賞（小学生の部）

最優秀賞（中学生の部）

審査員特別賞（中学生の部）

「目標」 本山　遼
りょう

（八代市立第四中１年）

「
上
に
向
か
っ
て
」

田
中
栞か

の
ん音

（
佐
敷
中
３
年
）

「
お
父
さ
ん
、待
っ
て
て
ね
。」

猪
俣
佳か

ほ歩

（
宮
崎
市
立
東
大
宮
中
２
年
）

「
こ
れ
か
ら
も
」

原　

妃ひ
な
の七

（
福
岡
市
立
香
椎
第
一
中
1
年
）

優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

「クリスマス・イブ」
木庭あゆむ

（山鹿市立八幡小２年）

「大好きな釣り」
村田壮

そうた

大
（北九州市立田野浦小６年） 「美術の先生」

鈴木千
ち は る

遥
（日南市立北郷小５年）

「
弥
五
郎
様
」
永
友
紅く

み美

（
日
南
市
飫
肥
中
２
年
）

「
に
ゃ
ん
と
か
な
る
さ
」

　
　
　
　
　

井
上　

彰
し
ょ
う

（
天
草
市
立
栖
本
中
３
年
）

「
胸
を
張
れ
」
松
尾
彩あ
や
か加

（
有
田
町
立
西
有
田
中
１
年
）

「
寝
る
の
は
い
つ
も
い
っ
し
ょ
」

　
　
　

山
本
悠ゆ

う
へ
い平

（
八
代
市
立
第
四
中
2
年
）

入賞作品集
詩画公募展　　　　美術館

　星野富弘美術館では昨年 12 月から１月
末まで詩画作品を募集しました。本年度は
1882 点の応募がありました。審査により、
24 点の入賞作品を決定しました。５月 10 日

（日）まで星野富弘美術館で展示しています。
（敬称略）　

＊問い合わせ先　星野富弘美術館
　　　　　　　　☎（８６）１６００（町内の受賞者作品には☆表示をしています）

優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

優
秀
賞（
中
学
生
の
部
）

☆

☆

☆
☆



2015．2 182015．2広報あしきた　19 広報あしきた

ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい

　プロ野球読売ジャイアンツの立岡宗一郎選手（海浦出
身）が１月 3 日、救護施設野坂の浦荘を慰問しました。
立岡選手が 52 人の入所者が待つ部屋に入ると、大きな
拍手で迎えられました。立岡選手は「自分を含め、若い
世代がベテランを押し上げる気持ちでやっていきたい」
と今年の抱負を話しました。その後のサイン会では、入
所者全員と握手を交わし、サインを手渡していました。
入所者の中には、感激して涙を流す人も見られました。
立岡選手は 2 月中は宮崎県で行われている春期キャンプ
に参加する予定となっています。

サンタさんがやってきた！！

園児たちに大人気のサンタクロース

　田浦保育所に 12 月 25 日、2 人のサンタクロースが登
場し、園児たちを喜ばせました。
　白いヒゲと赤い衣装を身につけてサンタクロースに扮
したのは、村中正和さん（田浦４）と川添重男さん（小
田浦５）で、田浦保育所長からの依頼を快諾。園児にプ
レゼントを渡したり、いっしょにクリスマスソングで
踊ったりしました。
　２人は分厚い衣装と顔を覆う白いヒゲで汗だくになり
ながらも「喜んでもらってよかった」と笑顔で話してい
ました。

巨人の立岡宗一郎選手が慰問

サトウキビって甘〜い

サトウキビをかじる園児たち「わあ甘い！」

　NPO 法人ばらん家で１月 7 日、サトウキビのしぼり
汁を使った飴づくり体験があり、育児園すくすくの園児
21 人が飴づくりに挑戦しました。サトウキビのしぼり
汁を煮詰めた黒砂糖の原液をすくうとすぐに外気で冷え
固まり、飴状になりました。園児たちは「すごく甘い」、「お
芋みたいな味がする」と作った飴をおいしそうに舐めて
いました。ばらん家は 2010 年から無農薬、有機栽培の
サトウキビを耕作放棄地で作り、障害者の作業所として
黒砂糖工場を開設。地域住民や子どもたちとの交流拠点
としても利用されています。

　１月 25 日に福岡県筑紫野市で行われた漬物日本一を
決める「第５回Ｔー１グランプリ」の九州・沖縄ブロッ
ク大会で、昨年全国一に輝いた尾崎吉秀さん（田浦１）
が準グランプリを受賞しました。今回は「つわ」を味噌
で漬け込んだ「つわの矢車漬」を出品。尾崎さんは「あ
くを抜いてつわのきれいな色を出すのに苦労した。来年
は芦北の海と山の食材を使った漬物で再度日本一を目指
します」と気合十分に話しました。つわの矢車漬は、今
後、芦北町物産館で販売される予定です。 「昔のように漬物が家庭の食卓に並ぶよう漬物を広めてい

きたい」と語る尾崎さん

放課後子ども教室に「くまモン先生」登場

児童と一緒に太鼓をたたくくまモン

　１月 13 日に湯浦小学校で行われた放課後子ども教室
に、熊本県のマスコットキャラクター「くまモン」がサ
プライズで登場しました。放課後子ども教室は、放課後
におけるさまざまな体験活動や地域住民との交流活動を
支援する事業で、町教育委員会が実施しています。
　この日は和太鼓演奏体験として、湯の香太鼓の小・中
学生メンバーが、参加した児童 25 人に基本のリズムを
指導。くまモンも先生として児童たちに太鼓のたたき方
を教え、「始まる前にこっそり練習してうまくできたモ
ン」と満足そうな様子でした。

こだわりの漬物で準グランプリ

　平成 26 年度熊本県農業コンクール大会の表彰式が１
月 29 日に熊本市の熊本テルサで開催されました。本町
からは松下政信さん（西告）が地域貢献賞を受賞しまし
た。松下さんは芦北地域で先駆的に「太秋」を導入され、
現在はＪＡあしきた柿部会長として「あしきた太秋」の
栽培技術の確立や部会全体の技術向上、ブランドの確立
に取り組んでいます。松下さんは「あしきた太秋の品質
を維持しながら生産量を増やし、県下ナンバーワンの大
秋産地を目指して部会全体で取り組んでいきたい」と今
後の意気込みを話しました。

県農業コンクールで受賞

サインを手渡し入所者と握手する立岡選手

ま
ち

か
ど
フ
ォ
ト
ス
ナ
ッ
プ

表彰された松下政信さん

赤松館で文化財防火デーに合わせてはしご車にて訓練

芦北町音楽祭で演奏する芦北町吹奏楽団 各地で行われたどんどや（写真は町４区）

A Ｌ T が田浦基幹支所の甘夏原木の果実を収穫

１月 26 日 １月 23 日

１月 25 日 １月 12 日
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【
町
民
講
座
】

書
道（
か
な
）

田
中
あ
や
子

短歌

　
【
町
民
講
座
】　

　

音
も
な
き
白
い
世
界
の
雪
の
あ
さ
猫
の
足
跡
隣
家
に
つ
づ
く　
　
　
　
　

一
森　

英
樹

　

北
風
に
木
の
葉
ち
り
果
て
見
渡
せ
ば
芽
吹
く
兆
し
の
初
春
の
山　
　
　
　

松
本　

洋
子

　

寒
中
を
忘
れ
お
か
れ
た
鉢
に
早
や
ム
ス
カ
リ
の
芽
あ
お
く
伸
び
た
り　
　

山
本
芙
美
子

　

寒
空
に
柳
は
紅
の
芽
を
ふ
き
て
少
し
の
我
慢
春
は
す
ぐ
そ
こ　
　
　
　
　

谷
端
か
ず
え

　

雨
垂
れ
が
静
か
な
夜
半
に
響
く
時
浮
か
び
し
思
い
闇
に
消
え
ゆ
く　
　
　

小
川　

勝
子

　
【
田
の
浦
荘
短
歌
会
】　

　

面
会
に
弾
む
妻
と
の
会
話
に
て
ひ
と
と
き
わ
れ
の
さ
び
し
さ
忘
る
る　
　
　
　
　

駒
走　

實

　

施
設
で
の
誕
生
会
の
相
撲
甚
句
思
い
出
し
た
り
若
き
日
の
わ
れ　
　
　
　
　
　
　

古
市
ヒ
サ
エ

　

週
に
一
度
何
も
話
さ
ず
笑
顔
の
ま
ま
の
妻
を
み
て
い
る
だ
け
で
落
着
く　
　
　
　

岡
田　

秋
義

　

寒
い
日
の
こ
こ
ろ
和
ま
す
デ
イ
の
日
よ
今
年
も
よ
ろ
し
く
と
手
を
交
し
合
う　
　

笹
原
ミ
サ
エ

　

食
欲
の
お
と
ろ
え
ん
と
す
る
と
き
も
支
え
て
く
れ
る
孫
と
の
ご
は
ん　
　
　
　
　

山
本
ヨ
シ
エ

編
　
集
　
後
　
記

▼
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
広
報
あ

し
き
た
が
入
選
し
ま
し
た
。
毎

月
の
発
行
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と

に
精
一
杯
で
満
足
で
き
る
水
準
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
賞
を

い
た
だ
け
る
こ
と
は
嬉
し
い
で
す

ね
。
広
報
紙
に
は
行
政
情
報
を
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
住
む
町
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
大
切
な
役
割
の

ひ
と
つ
で
す
。
よ
り
多
く
の
人
に

見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
一
歩
一
歩

前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
取
材
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
　
　
　
（
上
野
）

▼
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
よ
う
で
す

が
、
ま
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は

や
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
ね
。
私

も
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
風
邪
を
ひ

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
声
が
出
な

く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
間
、
防
災

行
政
無
線
の
放
送
を
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
配
し
て

連
絡
を
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
や
は

り
、
日
頃
か
ら
の
体
調
管
理
が
大

切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
暦
の
上

で
は
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い

日
が
続
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体
調

管
理
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。　
　

             （
か
ま
ち
）　

今月の絵手紙

永
野
み
な
子

【
町
民
講
座
】

　
　
「
で
こ
ぽ
ん
」

秋
風
の
こ
と
に
身
に
し
む
今
宵
か
な

月
さ
へ
澄
め
る
宿
の
け
し
き
に

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

鶴本　晃
あ き と

翔　　  １．  ４　　男　　貴広　　  宮崎

江口　美
み り あ

莉空　  １．  ８　　女　　真剛　　  豊岡

黒田　陽
は る と

斗　　  １．１０　　男　　治　　　  田浦町３

枇杷木　裕
ひ ろ と

人　  １．１６　　男　　和明　　  芦北

山田　蒼
あ お し

士　　  １．１７　　男　　慎太郎　  道川内西

蒔元　颯
そ う し

志　　  １．２４　　男　　雄輔　　  小田浦６

H27. １. １〜１.31 受付分（敬称略）受付件数７件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

楠本　ツミ　　   １２．２０　　  ９２　　　小田浦４

松本　京子　　   １２．３１　　  ８３　　　芦北

宮内　サカエ　　   １．  ３　　  ９０　　　白岩

山口　フサエ　　   １．  ４　　  ９５　　　桑原

井上　實　　　　   １．  ７　　  ８１　　　宮崎

濱崎　ハツ　　　   １．  ７　　  ９２　　　田浦町４

吉川　光枝　　　   １．  ９　　  ８７　　　花岡西

江良　博子　　　   １．  ９　　  ７３　　　新町

石橋　久芳　　　   １．１１　　  ８２　　　小田浦５

山下　ヨシエ　　   １．１３　　  ９９　　　田浦町１

三森　亀雄　　　   １．１４　　  ９３　　　湯浦東

福浦　アキノ　　   １．１４　　  ８０　　　女島西

田北　惠都子　　   １．１７　　  ８５　　　丸山

鋤田　瑛二　　　   １．１８　　  ７８　　　宮崎

木谷　千鶴　　　   １．１９　　  ８６　　　花岡西

吉田　節子　　　   １．２０　　  ８５　　　本町

山口　勝　　　　   １．２１　　  ７５　　　田川

田中　ミエ子　　   １．２３　　  ９４　　　大野

濱﨑　ヨシ子　　   １．２３　　  ８９　　　田浦町１

森田　克子　　　   １．２５　　  ８６　　　向町

中野　常雄　　　   １．２９　　  ８６　　　田浦２

永田　フジ子　　   １．２９　　  ８７　　　田浦２

梅田　和弘　　　   １．３０　　  ６８　　　花岡北

H27. １. １〜１.31 受付分（敬称略）受付件数 27 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

１
月
号
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
株

式
会
社
佐
藤
産
業
か
ら
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
学
校
建
設
募
金
へ
の
寄
附
金

額
は
「
20
万
円
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂正とおわび

「
広
報
あ
し
き
た
」入
選（
２
位
）

　

広
報
あ
し
き
た
が
第
58
回
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
（
熊
本
日
日
新
聞
社
・
熊
本
県
広
報
協
会
主

催
）
で
広
報
紙
町
村
の
部
で
特
選
に
次
ぐ
入
選
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
選
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
（
前
年
度
は
佳
作
）。
今
後
も

よ
り
良
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

祝
１
０
０
歳　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　１月 24 日、宮下ツルエさんが 100 歳
の誕生日を迎え、芦北町から長寿慶祝金が
贈られました。宮下さんは、数年前までは
畑の草取りや散歩をされており、現在は週
４回の通所リハビリテーションに通われ、
家族と一緒に自宅で過ごしています。「今
は、デイケアに行くことが楽しみです。食
事は好き嫌いがなく、毎日おいしく頂いて
います。よく食べて、よく眠ることが長生
きの秘訣かもしれません」とはっきりした
口調で話してくださいました。

　１月 20 日、德永保人さんが 100 歳
の誕生日を迎え、芦北町から長寿慶祝金
が贈られました。徳永さんは現在入所し
ている五松園の入所者や施設職員からお
祝いの言葉をかけられていました。德永
さんは若いころ 5 年間戦争で南方戦線
に行き、その時のようすを短歌にしたた
めてありました。復帰後は教員として佐
敷小や大野中の校長を歴任し、引退して
からは趣味の園芸や短歌を楽しんでいた
そうです。

　宮下ツルエ さん

（大川内南）
　德永保人 さん

（大野）
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最優秀作品

佐敷小　2 年　葉室桃
も も こ

子

佐敷中　１年　宮村七
な み き

幹

湯浦小　４年　橋本呼
こ ゆ き

幸

佐敷小　６年　山下　 凌
りょう

芦北町合併 10 周年記念

書道・絵画作品コンクール

町内の小中学校から書道 657 作品、絵画 789 作品の応募がありました。
（敬称略）

絵画部門：坂田　燦
　　　　　岩城芳子

書道部門：秋山千華

【審査員】　
（敬称略）

湯浦小　２年　宮本　みゆ
大野小　１年　川島　玲

れ い な

奈
内野小　２年　稲冨　花

はな

吉尾小　４年　松岡　魅
み み

美
大野小　４年　千年　凜

りん

内野小　３年　山内　結
ゆ い か

花

佐敷小　６年　佐々木　光
こうせい

誓　　
内野小　６年　井川　恵

え り

里
大野小　６年　宮下　結

ゆ な

名

佐敷中　２年　桑本　七
な な み

海　
田浦中　１年　垣添　葵

あおい

田浦中　２年　福田　朋
と も か

花

大野小　１年　一川　昂
こうへい

平
吉尾小　１年　橋本　侑

ゆ う な

奈
内野小　２年　宮島　陽

ひ よ り

愛

田浦小　４年　黒井　優
ゆうせい

誠
佐敷小　４年　折田　祐

ゆ さ

咲
内野小　３年　岩下　沙

さ や

耶

田浦小　６年　橋本　健
け ん た

太　
湯浦小　６年　井川　遥

は る か

香
大野小　６年　緒方　樹

いつき

佐敷中　２年　才荷　瑠
る な

名　
田浦中　２年　永溝　さくら
湯浦中　１年　赤星　翔

は づ き

月

◎小学１・2年生 ◎小学３・４年生

◎小学５・６年生 ◎中学生

◎小学１・2年生 ◎小学３・４年生

◎小学５・６年生 ◎中学生

書
道
部
門

優
秀
賞

絵
画
部
門

優
秀
賞
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